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第２四半期(中間期)業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 
 

2025年２月14日に公表いたしました2025年12月期中間期連結会計期間(2025年１月１日～2025年６月30日) 
の業績予想と、本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１. 2025年12月期第２四半期(中間期)連結会計期間(2025年１月１日～2025年６月30日)の業績予想と実績値の差異 
  
 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

2.381   

百万円 

20   

百万円 

3   

百万円 

  △7   

円 銭 

△30.59   

当中間期実績(Ｂ) 2.494   38   25   100   402.07   

増減額(Ｂ－Ａ) 112   18   21   108    

増減率(％) 4.7   94.5   597.4   －    

(ご参考) 

前中間期実績 

(2024年12月期中間期) 

2,092   △1   △10   △11   △45.33   

 

２. 差異の理由 

当中間期連結会計期間につきましては、「地盤改良事業」、「建築事業」の報告セグメント売上高は当初予想より、 

131百万円上回りました。一方、「その他事業」の報告セグメント売上高は、18百万円下回る結果となりました。 

また、利益については、資源及び原材料価格の高騰と技術者の高齢化による働き手の減少等の課題に対処すべく、 

売上原価率の上昇を抑えるべく様々な施策を実行し、経費の縮減に努めたものの、売上原価は当初予想より 127百万 

円を上回った結果、売上総利益は 14百万円下回りました。販売費及び一般管理費は売上原価同様に諸経費の縮減等 

に努めた結果、当初予想より 33百万円減少し、営業利益は当初予想より 18百万円上回り、38百万円の営業利益と 

なりました。 経常利益は当初予想より 21百万円上回り、25百万円の経常利益となりました。特別損益は、子会社ク 

ラウン工業株式の譲渡に伴い、子会社株式売却益 88百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する中間純利益は、 

法人税等が当初予想より 10百万円増加いたしましたが、当初予想より 108百万円上回り、100百万円の親会社株主に 

帰属する中間純利益となりました。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、海外情勢の緊迫化等や資源価格及び原材料価格の高騰が継続している 

ほか、物価上昇による個人消費への影響や住宅着工戸数の推移など、景気への影響が不透明な状況が続くものと見込 

まれ、現時点で合理的に算定することが困難であるため、2025年２月14日に公表いたしました連結業績予想は修正し 

ておりません。但し、今後、合理的な算定が可能となった時点で修正が必要となった場合には、速やかに公表いたし 

ます。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくものであり、実際の業績は様々な要因の 

変化により、予想と異なる場合があります。 


